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ひとつのつぼみはいちどしかひらかない 文責：校長 佐々木

喜びと反省と～TEAM小中野 秋季大会！～

９月２１日（木）、秋季大会の報告会が行われました。報道部が毎回作ってくれる結果報告に
あるように、今回も素晴らしい結果を残すことができました。３日間、お弁当作りや会場までの送
迎など、生徒たちをバッ
クアップしてくださった
保護者の皆様、本当に
ありがとうございました。
今回は、初の三戸郡

との合同開催となったこ
とや、野球が初の合同
チームだったことから、
たくさんの「初めて」に
戸惑いながらも臨機応
変に対応できました。
３日目の全校応援で

は３年生も参加し、チー
ムとしてのまとまりに胸
が熱くなりました。
ここで、報告会での各

部長からのコメントを、
紙面の都合上、少しだ
け紹介します。
「一人一人が諦めず全
力でプレーできた。」
「悔しい結果となった
が、みんな成長できたと
思う。」
「チーム一丸となって、
全力で応援することの
大切さを学んだ。」
「次の大会では今回の
反省を生かしてもっとい
いチームにしたい。」
「必死に取り組み、日々
の生活も手を抜かずに
頑張りたい。」
「３年生の応援が私たち
の背中 を 押 し て く れ
た。」
「一球一球丁寧にミス
なくプレーしたい。」
「みんなが目標達成に向けて日々練習に励み、選手に力を与える応援や演奏ができたと思う。」
「他校との合同応援で、進んで声を出したり先頭に立って引っ張ていく大変さを学んだ。」
Teamを意識しリーダーとして力を伸ばした２年生と、それに応える１年生の素直さが光った秋

季大会となりました。報告会の詳細は、小中野中ブログでお伝えしています。



《４年ぶりの開催！》

避難所設営訓練 １０月前半の行事予定
小中野地区自主防災会の皆さんとともに

２日（月）手作り弁当の日
２０１１年３月１１日の東日本大震災では、本校 ３日（火）全校朝会 生徒会役員

体育館に最大で１８００人もの地域の方が避難し 選挙 中教研（午前授業）
てきました。当時は学校でも地域でも「避難所開 ５日（木）三八管内道徳教育研究協
設と運営」についての訓練をほとんど行っていな 議会（午後 公開授業）
かったため、手探り状態で、地域の皆さんや八戸 ６日（金）英語検定
市の職員の方々と、避難所としての機能を何とか ７日（土）～８日（日）
保とうと必死だったことを覚えています。 小中野公民館まつり
その時の経験から、地域の方々が自主的に集ま ７日 10時から吹奏楽部のステージ

り結成されたのが「小中野自主防災会」です。 ９日（月）スポーツの日
感染対策で途切れていた、避難所設営訓練を、 １０日（火）衣替え（冬服）完全実施

９月４日（月）の本校避難訓練の日に合わせて、 PTA環境委員会花壇整備
今回４年ぶりに実施することができました。 文化祭週間Ⅰスタート
３年生は避難スペースづくりや救護班として、２ C校時（～１３日）

年生は避難者の受付や情報管理の仕事を、１年 ※朝自習と朝の会省略
生は炊き出しや、衛生班として新聞紙や段ボール １３日（金）合唱発表会
を使ったゴミ箱づくりなど、学年に割り当てられた
仕事に従事します。
これは、３年間を通して避難所

設営に必要な仕事をおぼえても
らうことを目的として考えられた
仕組みです。非常に効果的だと
感じました。
八戸市防災危機管理課の職

員の方や自主防災会の皆さんか
ら４時間目に説明を聞き、実際に
活動したのは、給食後の５～６時
間目でした。
１４時に避難してくる住民の皆

さんを迎えるために、生徒たちは
自分の仕事に、一生懸命に取り
組んでいました。
自主防災会の皆さんには、「中

学生がこんなに働いてくれて、鳥
肌が立った。」とお褒めの言葉を
いただきました。
避難所が開設されるような災

害が起こらないことが一番です
が、いざというとき、この訓練のこと
を思い出して、進んで動ける小中
野中生であるとうれしいな、と思
った一日でした。
なにより、平日であるにもかか

わらず、自主防災会の方々がたく
さん集まって生徒に指導してくだ
さったこと、各町内会の代表の方
々が本番さながらに避難してくだ
さったことは、生徒たちが切実感
をもって取り組むうえでも、大変
ありがたいことでした。
来年度以降も。協力し合って実施できれば、と思います。

要救助者の搬送訓練

住民管理の基本を学習
炊き出しの準備中

避難スペースづくり 要救護者の受け入れ訓練


